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河川管理のあり方について[答申] (2013.4) 

出典：国土交通省ホームページ，http://www.mlit.go.jp/common/000993730.pdf 2 



河川管理のあり方について[答申] (2013.4) 

今後のあり方 

具体的な取り組み 
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革新的河川管理プロジェクト（第一弾） 

4 出典：国土交通省ホームページ，http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo04_hh_000044.html 



革新的河川管理プロジェクト（第一弾） 

5 出典：国土交通省ホームページ，http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo04_hh_000044.html 
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設写真を認識することで、
スマホ等に施設の保守履
歴等を表示（水門の例） 

位置情報 
の取得 

施設に付けられたマークにかざして、 
タブレット上で点検手順を表示（管路の例） 

○○川が××地区ではん
らん。避難して下さい！

○○水門
（○○川水系○○川）

S35 建設
S62 門扉更新
・・・

H24.9 ○○点検
H25.3 ○○点検

事務所・整備局等では 
ＰＣによる情報閲覧 

現地ではスマホやタブ
レットによる情報閲覧 

水位

流量

レーダ雨量 
水位・流量 

雨量・水位・現地CCTV映像等のデータを、

クラウド技術の活用等により現地や事務
所等で迅速に共有（どこでも取り出せる環
境を実現） 

■モービルマッピングシステムによる 
  管理技術の効率化 

欲しい情報をどこでも取り出せる環境の実現 

■施設管理における 
 ＡＲ技術（拡張現実技術）の活用 

■現地や事務所等における 
 迅速な情報共有 

・維持管理の現場では限られた人員で膨大な量の堤防や水門等の施設を管理。 
 日々の変状は人間の目では気付きにくく、迅速に把握できないケースがあるほか、巡視
や点検に十分なマンパワーが確保できないのが現状。 

・そこで、レーザスキャナ等新たな観測技術を活用し、迅速な一次診断を実施するほか、
ＡＲ技術（拡張現実技術）等を活用し、欲しい情報をどこでも取り出せる環境を実現。 

・これにより、詳細な二次診断・維持管理や、分析・判断等にマンパワーを集中。 

ICTを活用した維持管理 

6 



ＲＭＤＩＳ（リマディス）とは 
→河川維持管理業務を支援する仕組みである河川維持管理ＤＢシステム 

♫

RMDIS 
導入 

現場 事務所・出張所 現場 事務所・出張所 

 現場 

事務所
出張所 

タブレットの導入により、現場監視行為を効率化・高度化 

維持管理に係るデータの一元管理により、所内の日常業務を効率化・高度化 

① 地図の活用やGPSによって位置情報を把握しながら、的確な周辺状況把握。
② 過去の記録や記録項目、関連情報を確認しながら、的確な現場記録を支援。
③ 記録と関連付けて写真を撮影。取得データをもとに簡易に日報等を作成。

① 台帳や河川カルテを共有化。蓄積したデータをもとに随時更新が可能。
② 適宜分析・評価を実施。河川管理レポート等のとりまとめや意思決定を支援。
③ 日常業務に係るデータを簡易に検索・確認。探しものに要する時間を軽減。

河川維持管理データベース 【ＲＭＤＩＳ（リマディス）】
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